




































CLIL が注目されており、小学校や中学校でも CLIL 理論を取り入れた実践が盛んに行われて
いる（1）。一方で、日本語教育の分野での実践は、大阪大学文学部（2011）を初め、岩瀬による
一連の報告（岩瀬 2011，岩瀬 2012，岩瀬 2014）、奥野他（2015）があるが、まだ広く実践が
行われている訳ではない。
3.　教養科目としての「日本事情」





























































という 2 重の初心者だった筆者の 2013 年度の実践は、清水（2014）にもあるように試行錯誤
の連続だった。CLIL 理論を頭では理解したつもりでいても、それをティーチングプランに落
としていくことが結びつかず、実際にやってみると、内容（歌舞伎）を説明することになりが
















　前述の 2013 年度の課題をふまえて、2014 年度は、①言語的な配慮を多くし、言語と内容の
バランスを図り、②内容に関しては歌舞伎に加え、茶道を取り入れることとした。以下にその
理由を説明する。







































第 1 回 オリエンテーション（伝統文化）（現代生活）
第 2 回 茶道（1）茶道の世界をのぞく（茶室）（茶道具）（わびさびの世界）
第 3 回 茶道（2）茶道の世界を体験する（薄茶）（濃茶）（体験する）
第 4 回 茶道（3）茶道から歴史を学ぶ（千利休）（織田信長）（豊臣秀吉）
第 5 回 茶道（4）現代に続く伝統（工芸）（作法）（三千家）（千家十職）
第 6 回 歌舞伎（1）歌舞伎の世界をのぞく（人間国宝）（女形）（衣装）（大道具）
第 7 回 歌舞伎（2）歌舞伎から歴史を学ぶ（徳川幕府）（江戸の町と町民文化）
第 8 回 歌舞伎（3）演じる（竹本・義太夫）（現代に残る名台詞）
第 9 回 歌舞伎（4）歌舞伎を観る（仮名手本忠臣蔵大序・三段目・四段目）
第 10 回 歌舞伎（5）現代のサムライ（切腹）（武士道）
第 11 回 歌舞伎（6）忠臣蔵と現代社会（世界観）（義）
第 12 回 歌舞伎（7）魅力（大衆性）（芸術性）
第 13 回 伝統文化と現代社会（1）日本へ与えた影響（文化の伝承）（サブカルチャー）
第 14 回 伝統文化と現代社会（2）外国へ与えた影響（文化の融合）（新しい文化）
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